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論文内容要旨
 大江～稲倉石の両鉱床は新第三紀中新世古平層(東北地方の標準層序の西黒沢に対比きれる。)
 のなかのNW-SE系裂こを充填する浅熱水性のマンガン鉱床である。
 大江・稲倉石を結ぶ延長約81“1iの間には,雁行するN60～70。W系の主要勇断裂こ・が発達し,こ
 れと斜交するN50～70。E系の張力裂こがあ1),大江・稲倉石構造帯をつくっている。
 こ・の地域の地質構造を特徴づけているものは,南部地域に発達する石英閃緑岩の上昇地塊である。
 この地塊は南部から北部に向けて上昇した形態を示し,地塊の北部をみると,地塊北側のなかでも
 岩層分布地域に鉱床が少く,その周囲には,かなり密集して鉱床が発達する。岩適分布地域は当
 初から,背斜構造をとっていたと考えるが,背斜構造が北に沈むことからみて,この地域も地塊の
 上昇の影響を受けて地塊の上昇地域と同じように上界した地域であろうと考えられる。
 上二股川から然別川上流にかけた南方地域が上昇地域になっていることが特徴である。この上昇
 地域は三角状に古平川に沿って北に張り出す形をとり張出し部の北西方に稲倉石鉱床が,北東方に
 大江鉱床が分布する。即ち地塊の一ヒ昇によって地塊の前面に裂かが形成され,裂かに沿うて鉱化作
 用が行われたと考えられる。既に述べたように古平川上流附近を軸にして,その左右に対称的に鉱
 化帯が配列している。
 また,稲倉石地域と大江地域の鉱化帯では,NW系の鉱化帯が主体であることは,両地域共通で
 あるが,鉱床母岩を異にしていることと,稲倉石地域にNE系の鉱化帯がや、優勢に発達すること
 が大江地域と異っている。野外では,NW系の割れ目とNE方向の割れ目が共存している例が,い
 たる所で観察することができる。両方向の割れ目の間々は,前後関係はなく同時に形成され,両者
 は共軛をなすものと考えられる。
 即ち,或方向の応力が作用して2方向の割れ目が形成され,引続く運動によってその一方向が勢
 断面に発達したものと考えられる。両地域の関係をみると大江地域では応力が大きく加わったので
 剪断だけが強調され,稲倉石地域では,応力がより弱かったので,他の一つの割れ目も残され,鉱
 化作用がそれに沿うて行われたものと解される。
 鉱化作用はこれらし≦apiriticSむureture(衡き上げ構造)形成後花崗閃緑岩の遜入
 となり周緑地域に発達した裂こに沿うて引続き鉱液が浸入し,鉱脈を形成したものと考えられる。
 最初アルカリに富んで母岩を絹雲母化しながら弱い脱珪酸作用を行ない,地下浅部まで上昇するに
 当って,これらの珪酸分を鉱体の中心部に濃集させると同時に炭酸塩の鉱化,硫化鉱の晶出が繰返
 し行われたものと推定される。
 ChampionVejnの千歳脈の鉱化は初期のSulphid-Quarむz組合せ(Sph乱1eri-
 Le-Galen統一Cholcopyri七e-Pyrite-Qu抗r七z),中間のSulfide-Car一
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 b(}nal,e-Qunrl.z組合せ(初期鉱化十・Rhイ)flochrosiL6)及び末期のC主trb{,n韻←
 一Quartz-Burit.〔・緬t{㌃せ(Rhodochrosite+Ctlh・iL6十Qllarlz+Barlte)
 に続いている。全鉱化期を通じて同種組合せの繰返えしが認められ全体的にMn鉱物の沈殿が1三要
 部を占めている。時には随伴鉱物として,少量ではあるがパイロックスマンガン石(または・バラ
 輝石),磁鉄鉱,磁硫鉄鉱を含有する。
 一■一般にこの種の鉱床は浅熱水性(低温)のものであって,三種の鉱物はいづれもむしろ高温条件
 で生成した鉱床中に産するように考えられてきた。しかし,卜.1本の新第三紀生成の熱水鉱脈には・
 高温註生部分を蕗、くむものがあることが次第に知られるようにな1),一方では高温鉱物といわれる鉱
 物の生成条件には,より低温の場合まで予想きれはじめている。
 低温熱水溶液から黄鉄鉱または白鉄鉱のほかに磁硫鉄鉱を同時に晶出せしめる環境を説明するこ
 とは困難であるが産状では,炭酸茸。、{鉱物に関係があり,磁硫鉄鉱の生成の範囲は、Fig-18,より
 も明らかなように,かなり低温まで拡がることが判明している。大江鉱床の場合も最高温度でも
 240℃前後である。
 磁鉄錺(Fe304)、磁硫鉄鉱(F{17s8)及びアラバンド鉱(Mns)の存在を・考慮に入れて,熱
 力学的に,1…quidh]〔=hlsi・n,ele{ltrumfarnighmeth・dによ1)生成温度・
 硫黄分圧(∫32)を求め,Fe203及びFeS2のダイヤグラムより酸素分圧(∫02)を求め・BaSO4
 CnSO4及びMHC〔)3Fe304のダ'!でヤグラムよi)CO2分圧(∫oo2)を求めると,これら鉱物σ)
 共存する領域の物理化学的条件は次のように推定することができる。
 生成温度180。～240℃
 酸素分∫.E(∫oワ)10-42～10'36気圧
 硫黄分圧(∫32)10一L5～10-12気圧
 二酸化炭素分圧(∫oo2)10一玉～10L5気圧
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は北海道大江・稲倉石両鉱床の生成に関する地質的環境,関係火成岩,鉱床作用の機構お
 よび生成条件などその成因を明らかにするための研究で,まず北海道積丹半島部における地質,層
 序,地質構造,火成岩避入期などについて綿密な野外調査と過去における文献資料とから鉱床胚胎
 層準,裂罅系および関係火成岩などについて具体的な事実を明らかにしている。これによれば大江・
 稲倉石陶鉱床は新第三紀中新世古平層(東北地方の標準層序,西黒沢層に対比)中の裂罅を充填し
 た浅熱水性鉱脈で,その裂罅系にはN60。～70。W系の主要勇断裂隙と,これと斜交するN50。～
 70。E系の張力裂罅とがあり,これらは当地域の南部でみられる石英閃緑岩々漿の上昇により形成
 された背斜ドーム地塊の北翼に存在し,同岩の避入によって形成されたものと考えられる。なお,
 NW系とNE系とは同時に形成された典範関係にある。鉱化作用はこれらの裂罅形成後,恐らく引
 継いてこれらの裂罅に沿って上昇した熱水溶液によるものと考えられ,石英閃緑岩など所謂新第三
 紀花崗岩質岩漿の活動と密捗な関係を有する。鉱脈巾には菱マンガン鉱・石英を主とし.これに重
 晶石,閃亜鉛鉱,方鉛鉱および黄鉄鉱,ときに磁硫鉄鉱,硫マンガン鉱を伴ない,これらの累被縞
 状構造から,上記鉱物の晶出が連続して繰り返し行なわれたことを推察できる。
 本論文ではこれら繰り返し鉱化作用の条件,つまり温度および∫02・∫32,∫oo2などについ
 ても論及し,温度については石英,閃目巨鉛鉱,重晶石および菱マンガン鉱車にみられる液体包有物
 の加熱実験による充填温度から推定し,∫52,∫02および∫002についてはこの温度を参考にし
 て閃亜鉛鉱のFeS濃度や(Zrl,Fe)S⊥FeS2,FeS2十Fe7S8,Fe203十Fe304,Mn
 (IO3+MnS,MnCO3+(〕uFeS2+Fe304、MrlCO3+B乱SO4+Fe304などの鉱物組合の化
 学熱力学的資料から次。)ように措定している。生成む,、t度1180。～240℃,∫32:10司5～10■2気
 1E,ノ'oo2:10-1～10i'5長1圧,∫02:10-42～10-36気圧。これらは本邦浅熱水性鉱床の生成条件
 を考える場合重要な資料となる。
 また大江鉱床からは本邦の浅熱水性鉱床にはめずらしいパイロックスマンジャィトまたはバラ輝
 石および磁鉄鉱あるいは磁硫鉄鉱を産する。この事実は本鉱床の主体である石英+菱マンガン鉱
 (一部閃亜鉛鉱+方鉛鉱)の鉱化作用の条件範囲より少なくとも高温の鉱化作用を暗示している。
 このことは本鉱床のE要部が,鉱床の生成に関係あると考えられている石英閃緑岩中に胚胎してい
 ることからも推察でき,鉱床と火成活動の関係について1つの事実を見い出している。
 以上の研究成果は熱水鉱床の関係火成岩,鉱化作用の機構とその条件など成因の解明に大きな貢
 献をなしたものと評価される。これは篠田貢提出の論文は理学博しの学位論文として合格と認める。
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